
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は令和 42 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,451 人     
女性   16,027 人    
合計   30,478 人    
世帯   13,639 世帯

( ＋ 2）
( － 14）
( － 12）

( ± 0）

人の動き
 （R3.10.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   12 月 27 日🈷  口座振替 12 月 27 日🈷

固定資産税　　　　　    　　      　   　　 第 3 期
国民健康保険税（普通徴収）　           　  第 6 期
介護保険料（普通徴収）　　      　   　　 第 6 期
後 期高齢 者医 療 保険 料（ 普 通 徴 収 ）        第 6 期

Shining person in Masaki

Shining person in Masaki
Shining person in Masaki Shining person in Masaki

Shining person in Masaki Shining person in Masaki

Shining person in Masaki
Shining person in Masaki

このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
広聴係 （☎ 985―4132）に連絡を。

今回は私たち 4年生が行っている、人権意識
を高める活動を紹介します。

　岡田小学校では、「人権意識」を高める教育活動を目指
し、さまざまなことに取り組んでいます。今年度から始め
たのが、「ゆめくろ班活動（異学年集団活動）」や学年掲示
板を活用しての「いいところ紹介」です。
　「ゆめくろ班活動」では、遊びや掃除を通して、上級生が
優しく下級生をお世話し、共に笑顔で活動することがで
きています。「つなごうぽかぽかバトン」では、普段は照れ
くさくてなかなか口に出して言えない友達のよさをカー
ドに書いて伝えています。これらの活動を通して、友達や
先生から認められ、頼られる存在だと感じることができ
ました。さらに岡田っ子みんなとのつながりを深めてい
きたいなと思っています。
　また、4 年生の総合的な学習の時間では、「共に生きる」
というテーマを立て、ふるさと「まさき」の「人にやさしい
まちづくり」について調べています。普段は何気なく見て
通り過ぎている「まち」を、さまざまな人の立場に立って
見直してみると、まだまだ「やさしいまちづくり」ができ

ることを発見しました。体の不自由な人、ご高齢の人、外国
の人など、相手の立場に立って予想し、調べ、練り合い、発
信していくことを目指しています。
　岡田っ子は、さまざまな人との出会い触れ合いを通して、

「共に生きる」ことの意味を探っていきます。

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

家 族 の き ず な

◦ PROFILE
いのうえ・やすひろ　会社員。スポーツ全般が好きで、1 月には 3
　回目の愛媛マラソンに挑戦予定　伊予市出身
いのうえ・わかな　専業主婦。旅行やパン屋巡りが好き。家の中を
　すっきり保つため、断捨離を頑張っている　北川原出身
いのうえ・しおり　妖怪が好きで、持っている本は 10 冊以上。将来
　の夢は、ピアノの先生、学校の先生、電車の運転士で悩み中　小 1
いのうえ・そうすけ　プラレールやトミカがお気に入り。本物の電車
　に乗るのも大好きな、井上家のムードメーカー　3 歳

井上泰寛さん  わか奈さん  栞ちゃん  蒼介くん

　北川原に住む井上さんファミリー。運動に文化活動に、親子
で楽しむ仲良し家族です。
　健康のため、2年前から週に3回のランニングを続けている泰
寛さん。スポーツが大好きという栞ちゃんが、「一緒に走ってく
れるところが好き」と笑い、元気いっぱいの蒼介くんが、「戦い
ごっこで遊ぶのが楽しい」と話すように、近所をランニングした
り、サイクリングに出掛けたりするほか、親子で過ごす時間を大
切にしています。
　そんな泰寛さんが、「子どもたちが伸び伸び育つ、良い親子関
係ができている」とたたえるのは、優しい笑顔のわか奈さん。幼
少期からピアノを習っていたわか奈さんの影響で、栞ちゃんも
3歳からピアノを始めました。家でも毎日練習を欠かさず、わか
奈さんが通っていた教室で指導を受ける栞ちゃんは、2月のコン
サートに向けて、「緊張するけど頑張る」と意気込んでいます。
　今後は、みんなで松前町第九演奏会に出演したり、ふれあいマ
ラソン大会に出場したりしたいと話す井上さんファミリー。これ
からも、家族で楽しむ趣味の時間を増やしていきます。
　次回は、わか奈さんの同級生、伊藤ジュリさんファミリー＝塩
屋＝をご紹介します。

（北川原）

Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!
「伊予地区小学校陸上大会で新記録更新」

（写真左から） 
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岡田小学校
4 年生の皆さん

　松前小学校6年生の5人は、10月19日に開催された、「伊予地
区小学校陸上大会」（以下「地区大会」）で大会新記録を出し優勝
した400mリレーのメンバーです。
　夏休み明けから始めた練習では、スタートダッシュとバトンパ
スに重点を置いたという5人。鈴木颯さんが、「バトンを受け取
るときの距離や手の高さなど、調整するのが難しかった」と話し、
中村淳暉さんが、「スタートダッシュが速くなるよう腰を低くし
た」と振り返るように、歩幅を数えて次の走者が走り出すタイミ
ングを計ったり、スムーズな加速につながる姿勢をとったりと、
練習を重ねてきました。朝、昼休み、放課後と毎日取り組む中で、
山本一颯さんは、「毎日練習しないとフォームが崩れてしまう」と

基礎の大切さを実感。橋本悠さんが、「地区大会の前に、
バトンパスの方法を変えた。手を持ち替えずに走れるこ
とで、より集中できた」と話すように改良も怠りませんで
した。その結果、河本銀之介さんが、「相手を信じてきれ
いにバトンを渡せた」と振り返るように、昨年度同校の先
輩たちが出した地区大会新記録を1秒更新し、優勝―。
　基礎を積み上げることの大切さや仲間を信じて全力
を出すことの気持ち良さを体感した 5 人は、陸上で学
んだことを今後の学校生活にも生かしていきます。

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

学校自慢編
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